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律
師
三
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l
一
八
二
三
〉
は
寛
政
五
年
江
戸
青
山
に
生
る
。
そ
の
時
代
に
於
け
る
宗
門
状
況
は
、
各
檀
林
教
育
に
お

い
て
台
学
偏
重
教
学
の
方
向
に
あ
り
、
宗
門
全
体
に
あ
っ
て
は
本
化
の
法
門
が
衰
徴
の
状
態
で
あ
っ
た
。
日
導
尊
者
、
深
草
の
元
政
上
人

の
影
響
を
受
け
た
本
妙
臨
師
は
、
本
願
を
立
て
て
本
化
の
法
門
の
顕
正
と
そ
の
護
法
と
に
一
生
を
捧
げ
身
命
を
惜
ま
ず
日
蓮
聖
人
の
奥
旨

に
肉
迫
し
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
文
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
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H 同

本
願
に
ま
か
せ
て
経
蔵
拝
見
致
し
候
、
叉
恐
れ
多
く
は
候
得
共
、
台
当
二
家
の
教
観
は
あ
ら
／
＼
邪
正
を
わ
か
ち
候
。

州
山
は
宗
門
の
内
法
事
観
の
妙
処
を
つ
が
ん
た
め
に
、
世
縁
を
さ
け
て
ひ
ま
を
得
ん
が
為
に
、
自
行
を
専
ら
面
に
し
て
化
他
は

随
力
演
説
の
分
と
云
は
れ
候
跡
を
学
び
候
問
、
表
に
は
其
相
を
あ
ら
わ
し
候
へ
ど
も
、
底
意
は
護
法
の
心
盛
ん
に
て
候
、
恐
れ
な
が

ら
一
切
経
も
二
家
の
学
問
も
こ
れ
が
専
一
に
候

然
し
臨
師
は
三
十
一
歳
と
い
う
実
に
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
が
、
宗
門
近
世
史
に
於
け
る
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
日
輝
和
上
、
望
月
歓

厚
、
執
行
海
秀
、
茂
田
井
教
亨
先
生
等
が
既
に
論
じ
て
い
る
所
で
あ

bv叉
、
時
代
を
越
え
て
現
代
に
於
い
て
も
日
本
山
妙
法
寺
山
主
の

藤
井
日
達
師
の
行
動
や
、
恩
師
室
住
一
妙
先
生
の
純
粋
宗
学
の
提
唱
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
で
あ
る
ov

今
日
な
お
後
代
に
至
る
ま

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
ハ
桑
名
〉



本
妙
日
臨
曾
師
伝
の
研
究
ハ
桑
名
》

で
、
本
妙
臨
師
を
研
究
す
る
意
義
は
十
分
認
め
ら
れ
る
し
、
叉
必
要
で
あ
る
。
臨
師
研
究
資
料
は
未
だ
身
延
町
波
木
井
周
辺
や
、
雨
畑
等

に
も
散
在
し
て
い
る
が
、
臨
師
を
思
慕
し
顕
彰
さ
れ
た
島
智
良
師
の
『
醒
悟
園
殺
害
』
二
巻
と
音
馬
実
蔵
氏
編
『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』

一
巻
が
基
本
で
あ
る
o
そ
れ
に
稲
田
海
素
先
生
の
多
年
宗
宝
調
査
の
砲
、
臨
師
真
蹟
と
対
照
校
合
さ
れ
た
写
本
が
あ
勺

臨
師
伝
記
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
の
全
集
の
中
に
守
屋
貫
教
師
『
本
妙
律
師
小
伝
』
と
音
馬
実
蔵
氏
『
本
妙
律
師
小
伝
補
遺
』
が
所

収
さ
れ
て
い
る
。
最
近
こ
の
二
つ
の
伝
記
を
踏
ま
え
て
立
正
大
学
の
小
野
文
珠
先
生
が
『
本
妙
日
臨
律
師
の
研
究
』
と
題
し
て
臨
師
の
前

半
の
生
涯
を
発
表
さ
れ
て
い
勺
こ
れ
ま
で
以
上
の
三
点
が
纏
ま
っ
た
臨
師
伝
記
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
小
論
は
、
臨
師
伝
記
上
に

於
い
て
新
た
に
二
、
三
の
問
題
を
抱
き
、
そ
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
合
せ
て
前
の
三
点
の
伝
記
を
併
読
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す

る。

一
、
出
家
の
時
期
と
飯
高
入
檀
の
年
令
考

( 80 ) 

本
妙
臨
師
の
出
家
の
時
期
に
つ
い
て
は
従
来
一
様
に
十
九
歳
出
家
、
そ
し
て
飯
高
値
林
に
勤
学
し
た
時
期
も
同
じ
く
、
そ
の
年
と
さ
れ

て
来
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
前
に
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
を
挙
げ
て
い
こ
う
。
ま
ず
先
き
に
本
妙
臨
師
自
ら
述
べ
て
い
る
伝

記
を
紹
介
し
ょ
う
。

抑
私
事
は
幼
少
の
時
よ
り
ふ
か
く
法
華
経
ニ
志
し
、
夙
に
日
啓
師
の
弟
子
と
相
成
、
叉
が
く
も
ん
の
望
ミ
有
之
候
て
、
江
戸
下
谷
宗

延
寺
日
実
師
の
附
弟
と
相
成
、
飯
高
だ
ん
林
へ
か
よ
ひ
申
候
、
然
る
に
私
て
い
は
つ
の
本
志
ハ
、
う
け
が
た
き
人
身
を
う
け
、
あ
い

が
た
き
妙
法
に
値
奉
り
候
事
故
、
何
と
ぞ
し
て
生
が
い
信
心
け
ん
ご
に
し
て
、
後
生
の
悪
道
を
ま
ぬ
か
れ
申
度
斗
り
－
一
候
。

（
臨
師

全
集
二

O
八
頁
〉



右
の
文
か
ら
、
臨
師
に
は
二
人
の
師
匠
が
存
在
す
る
。
臨
師
と
の
関
係
を
見
る
と
、
日
啓
師
が
下
総
八
幡
山
玉
蓮
寺
の
住
持
の
時
に
出

家
し
て
い
る
。
又
、
日
啓
師
は
玉
蓮
寺
の
前
に
摂
州
西
能
勢
の
妙
円
寺
二
十
世
で
あ
っ
た
。
で
は
日
啓
師
が
い
つ
玉
蓮
寺
の
住
持
と
な
っ

た
の
か
と
い
う
問
題
に
は
音
馬
実
蔵
氏
の
調
査
で
は
、
日
啓
師
が
関
東
に
移
っ
た
の
は
文
化
四
年
か
ら
八
年
の
聞
と
解
明
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
期
間
中
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
化
四
年
は
臨
師
十
五
歳
の
時
で
、
文
化
八
年
な
ら
ば
十
九
歳
の
年
で
あ
る
。
こ
の
日
啓
師
は

臨
師
二
十
六
歳
の
時
、
文
政
元
年
九
月
七
日
に
遷
化
し
て
い
る
ハ
全
集
一
二
八
頁
）
。

江
戸
下
谷
宗
延
寺
の
住
持
日
実
師
と
の
関
係
は
、
臨
師
自
身
も
述
べ
て
い
る
が
如
く
日
啓
師
の
後
で
、
飯
高
檀
林
に
顔
が
効
く
の
で
入

値
上
、
附
弟
と
な
っ
た
経
緯
で
あ
る
。
臨
師
三
十
一
歳
遷
化
の
時
は
老
齢
乍
ら
水
戸
三
味
堂
檀
林
の
学
侶
等
を
従
え
て
法
会
の
導
師
を
勤

め
て
い
る
ハ
全
集
二
三
二
頁
〉
。
日
実
師
に
最
誠
と
い
う
弟
子
が
い
て
、
臨
師
の
兄
弟
子
に
当
る
。
最
誠
師
は
後
に
臨
師
に
師
事
し
弟
子

分
と
な
り
、
七
、
八
年
間
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
そ
の
最
誠
師
は
臨
師
遊
化
の
法
会
の
折
、
願
文
を
表
白
し
、
醒
悟
園
に
於
て
法
会
の

導
師
を
勤
め
再
び
願
文
を
表
白
し
て
い
る
。
そ
の
願
文
の
中
に
、
臨
師
の
伝
記
が
見
ら
れ
る
。

品
官
テ

Z

ヲ

テ

畠

ほ

ぽ

－

A

恭
収
－
一
取
舎
利
一
修
三
会
法
廷
－
。
熱
尋
コ
和
上
一
化
梗
概
－
。
幼
稚
好
弘
子
。
性
敏
才
芸
秀
ν
倫
。
在
－
－
盛
俗
中
－
略
偏
－
－
覧
内
外
典
、

年
甫
十
九
。
出
－
－
盛
網
－
脱
－
－
俗
服
、
爾
来
慕
＝
仰
山
大
和
尚
之
徳
－
。

( 81 ) 

ハ
全
集
二
三
二
頁
〉

此
に
於
い
て
、
本
妙
臨
師
の
出
家
の
年
齢
が
十
九
歳
と
明
確
に
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
臨
師
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
、
最
誠
師
の
史
料

は
第
一
級
の
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
従
っ
て
十
九
歳
出
家
説
は
恐
ら
く
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
れ
が
従
来
の
十
九
歳
出
家
説
の
根

拠
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
歳
に
飯
高
値
林
に
学
ぶ
と
短
絡
的
に
結
び
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
飯
高

檀
林
に
は
、
開
講
回
数
が
春
秋
の
二
回
と
定
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
開
講
期
閉
会
の
如
く
決
ま
っ
て
い
勺

春

l
二
月
朔
日
始
、
五
月
十
日
終
了
〈
之
云
三
夏
一
〉

十→

古
檀
林
で
は
、
承
応
三
三
六
五
四
〉
年
頃

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
ハ
桑
名
〉

秋
l
八
月
朔
日
始
、
十
一
月
十
日
終
了
（
之
云
三
夏
じ

同

享
和
四
年
三
八

O
四
〉
正
月
（
臨
師
十
二
歳
の
時
〉
で
は
、

春
｜
二
月
一
一
日
始
、
四
月
二
十
四
日
終
了

秋
l
八
月
二
日
始
、
十
一
月
二
十
四
日
終
了

さ
て
臨
師
は
果
し
て
、
こ
の
春
秋
の
ど
ち
ら
か
ら
入
檀
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
素
懐
な
問
題
を
抱
き
続
け
た
時
、
文
化
丙
子
〈
十

三
年
）
二
月
三
日
付
け
の
確
か
な
る
年
号
入
り
（
金
書
二

O
七
頁
〉
の
書
簡
を
見
て
心
が
踊
る
思
い
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
臨

師
よ
り
目
啓
師
宛
の
草
稿
で
あ
る
。

v

’v
m

F

V

テ

ヨ

J
泊
タ

干
放
予
小
子
、
伏
算
－
－
星
霜
－
、
己
二
十
四
歳
、
出
家
去
往
、
謹
一
千
五
百
里
よ
（
全
集
二

O
五
頁
〉

で
あ
り
、

こ
の
短
い
内
容
の
中
に
、
臨
師
の
出
家
時
期
を
解
明
す
る
鍵
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
化
十
三
年
二
月
三
日
現
在
が
臨
師
の
二
十
四
歳

そ
の
逆
算
の
結
果
、

( 82 ) 

そ
の
二
月
三
日
を
以
っ
て
一
千
五
百
日
を
逆
算
す
れ
ば
答
え
が
出
ょ
う
。

四
年
と
一
カ
月
十
日
前
と
な

り
、
文
化
八
三
八
一
一
）
年
十
二
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
出
家
し
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
臨

師
の
出
家
は
十
九
歳
の
十
二
月
と
確
定
し
た
の
で
、
従
っ
て
前
に
挙
げ
た
開
講
期
聞
か
ら
考
え
て
、
飯
高
檀
林
に
そ
の
年
に
学
ぶ
こ
と
は

不
可
能
な
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
入
檀
の
年
令
は
早
く
て
も
臨
師
二
十
歳
の
春
、
二
月
か
ら
と
い
う
こ
と
が
確
定
す

る
の
で
あ
る
。

次
に
臨
師
が
学
ん
だ
飯
高
檀
林
に
於
け
る
学
級
と
教
科
書
と
そ
の
期
間
を
述
べ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

H 

古
制
規
、
承
応
三
年
三
六
五
四
）
頃

一
、
名
目
部
は
西
谷
名
目
を
毎
日
で
二
夏
（
一
年
〉
。



二
、
四
教
儀
部
は
諦
観
録
を
隔
日
で
二
夏
〈
一
年
〉
。

－
』
ん
べ
い

三
、
集
解
部
は
従
義
集
解
・
蒙
潤
集
註
を
三
日
目
毎
に
三
夏
（
一
年
半
〉
。
四
、
観
心
部
は
金
斜
・
顕
性
録
・
十
不
二
門
・
文
心
解
を
四

し
も
し
ぶ

日
目
毎
に
三
夏
（
一
年
半
〉
。
以
上
を
下
回
部
と
い
い
五
年
を
要
す
る
。
五
、
玄
義
部
は
玄
義
・
釈
餓
・
末
註
を
七
日
目
毎
に
六
夏
ハ
三

年
〉
。
六
、
文
句
部
は
文
句
・
記
・
末
註
を
七
日
目
毎
に
六
夏
（
三
年
〉
。
七
、
止
観
部
は
止
観
・
輔
行
・
末
註
を
独
学
研
究
。
以
上
を

大
部
と
い
う
。
八
、
御
書
科
は
御
番
其
他
を
解
読
研
究
。
全
科
修
了
に
早
く
て
十
三

l
五
年
要
す
の
が
通
例
と
い
う
。

元
禄
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
首
座
五
人
の
談
合
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
は
、
付
の
古
制
規
よ
り
席
数
が
多
い
の
で
年
数

も
若
干
多
く
要
す
様
で
あ
る
。
因
に
文
化
三
年
〈
臨
師
十
四
歳
当
時
）
の
学
僧
は
七
四
九
人
い
た
こ
と
が
わ
か
勺

同
臨
師
の
檀
林
中
に
於
け
る
学
業
費
等
の
資
助
は
日
啓
師
の
前
住
で
あ
っ
た
能
勢
妙
円
寺
の
信
者
連
か
ら
も
出
て
い
た
。
文
化
十
一
年
六

月
廿
三
日
付
け
の
書
簡
に
資
助
者
逮
の
中
上
栄
蔵
・
谷
口
仁
兵
衛
・
同
佐
兵
衛
等
の
名
前
が
見
え
る
。
又
同
時
に
臨
師
は
二
十
二
歳
で
飯

《叩〉

高
を
退
檀
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
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拙
子
事
因
資
助
飯
高
檀
林
玄
義
迄
昇
進
致
し
候
、
然
ニ
少
々
存
よ
り
有
之
、
勤
学
一
向
ニ
仕
度
候
－
一
就
、
世
事
を
去
り
候
て
身
延
山

中
引
筒
申
候
、

右
の
文
か
ら
、
臨
師
の
退
檀
は
玄
義
部
の
時
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
四
下
部
は
普
通
五
年
要
す
る
の
に
僅
か
二
年
間
で
越
級
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
越
級
の
こ
と
は
飯
高
檀
林
に
は
「
次
第
昇
階
」
の
規
定
が
あ
っ
て
飛
級
は
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
切

こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
破
格
の
待
遇
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
臨
師
の
出
家
以
前
に
於
け
る
学
解
の
深
さ
が
余
程
の
力
で
あ
っ
た
こ
と
を

如
実
に
示
す
証
左
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
臨
師
の
出
家
以
前
の
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
ハ
桑
名
〉



本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
〈
桑
名
〉

二
、
出
家
以
前
に
於
け
る
法
華
信
仰
の
環
境

臨
師
が
自
ら
言
う
「
幼
少
の
時
よ
り
ふ
か
く
法
華
経
に
志
」
さ
せ
た
、
そ
の
信
仰
を
育
む
地
盤
と
宗
解
の
深
さ
を
生
む
に
至
ら
し
め
た

環
境
等
の
そ
の
周
辺
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
臨
師
を
巡
る
人
々
で
あ
る
。
臨
師
周
辺
の

人
々
の
数
に
つ
い
て
は
音
馬
編
の

『
本
妙
日
臨
律
師
全
書
』

の
中
だ
け
で
も
、

そ
の
個
有
名
詞
は
一
二
五
名
を
越
え
て
い
る
。

そ
れ
を

今
、
可
能
な
限
り
地
域
別
に
分
析
し
て
見
る
と
江
戸
の
人
々
の
＝
一
十
六
人
、
身
延
グ
ル
ー
プ
の
十
五
人
、
深
草
・
西
能
勢
関
係
の
人
々
の

五
十
二
人
、
他
は
地
域
の
判
明
が
つ
か
ず
、
ま
た
各
地
に
点
在
す
る
人
々
達
で
あ
る
。
そ
の
全
体
の
中
で
門
下
生
と
な
っ
た
人
々
の
数
を

二
十
四
人
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
深
草
・
能
勢
関
係
の
人
々
と
の
縁
は
臨
師
十
九
歳
か
ら
で
あ
り
、
身
延
関
係
者
と
の
縁
は
二
十
二
歳
か
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ら
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
周
辺
と
言
っ
て
も
幼
少
時
の
臨
師
に
影
響
を
与
え
た
人
々
は
江
戸
を
中
心
と
し
た
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。
そ

こ
で
江
戸
の
三
十
六
人
の
人
々
が
対
象
者
で
あ
る
が
、
臨
師
の
二
人
の
師
匠
は
前
に
論
じ
た
如
く
出
家
以
後
の
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
、
今

は
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
。
こ
の
三
十
四
人
に
つ
い
て
次
の
方
法
を
以
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

付

両
親
と
周
辺
の
人
々
の
つ
な
が
り

両
親
ハ
生
家
〉
と
人
々
の
接
触
の
関
係
を
見
れ
ば
臨
師
幼
少
の
頃
の
影
響
を
考
え
る
一
方
法
と
な
る
。
三
十
四
人
の
中
で
は
行
全
、
前

説
、
高
山
半
七
、
川
越
屋
正
兵
衛
、
箔
屋
平
二
郎
、
朝
田
薩
庵
、
日
童
の
七
人
が
会
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
の
検
討
が
課
題
と
な
っ
て

く
る
。①

行
全
は
浅
草
福
井
町
の
出
身
で
大
塚
本
伝
寺
随
応
院
日
芳
の
弟
子
、
安
政
六
年
物
臨
師
飯
高
退
砲
の
時
、
行
勘
案
に
し
門
下
生

と
な
り
文
政
三
年
頃
ま
で
師
事
す
。
前
説
、
薩
庵
、

川
越
屋
、

箔
屋
と
も
面
識
あ
り
。

両
親
と
は
一
度
会
っ
て
い
る
。
文
政
四
年
（
推



定
〉
正
月
十
四
日
行
全
へ
の
書
簡
に
「
野
子
両
親
の
状
、
御
き
閲
せ
下
さ
れ
ベ
く
候
」

〈
全
集
一
八
九
頁
〉
と
両
親
へ
の
信
仰
教
化
を
依

額
さ
れ
て
い
る
。
臨
師
と
の
縁
は
飯
高
値
林
か
ら
始
ま
っ
た
様
で
あ
る
。

①
前
説
は
一
房
州
の
出
身
で
両
親
と
は
一
度
会
っ
て
い
る
。
行
全
と
同
様
に
臨
師
と
行
動
を
共
に
し
弟
子
分
と
な
る
。
前
説
兄
と
三
度
呼

ぶ
の
は
曽
て
は
兄
弟
子
か
。
そ
れ
は
臨
師
が
高
山
半
七
宛
書
簡
に
文
化
十
三
年
七
月
十
七
日
「
且
前
説
兄
、
今
般
師
範
父
母
等
化
導
の
為

：
：
：
下
関
被
致
候
：
・
前
説
兄
は
尤
生
死
の
大
道
を
修
し
得
た
り
、
我
に
代
て
化
導
を
受
候
て
、
我
為
の
大
幸
に
も
候
、
此
趣
く
わ
し
く
我

父
母
に
御
伝
へ
被
下
候
御
た
の
み
申
上
候
」

（
全
集
一
八
四
頁
〉
。
父
母
化
導
に
つ
い
て
、
臨
師
は
機
会
あ
る
如
く
に
両
親
の
信
仰
深
心

を
願
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
文
中
に
、
師
範
化
導
と
あ
る
の
は
日
啓
師
の
こ
と
で
あ
勺
》
前
説
は
日
啓
師
の
弟
子
で
あ
る
o
前

説
は
高
山
半
七
と
川
越
屋
・
箔
屋
・
左
官
弥
兵
衛
〈
全
集
一
五
一
頁
）
と
薩
庵
〈
同
一
五
二
頁
〉
と
面
識
が
あ
る
。
臨
師
と
前
説
の
関
係

は
出
家
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
高
山
半
七
が
臨
師
と
日
啓
師
と
の
縁
結
び
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
注
目
し
た
い
。
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①
高
山
半
七
は
四
度
会
っ
て
い
る
。
半
七
に
関
し
て
は
臨
師
自
身
の
語
る
中
か
ら
は
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
半
七
宛
の
書
簡

は
先
き
に
引
用
し
た
も
の
も
含
め
て
三
通
で
あ
り
、
然
も
短
文
で
あ
る
。
文
化
十
三
年
か
十
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。
両
親
と
の
つ
な
が
り

を
見
て
い
く
と
、

「
拙
子
老
母
へ
信
心
御
す
ふ
め
可
被
下
候
」

（
全
集
一
八
三
頁
〉
と
あ
る
か
ら
半
七
自
身
も
法
華
信
仰
者
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
前
文
に
「
と
か
く
仏
道
は
さ
い
な
ん
あ
り
と
思
い
候
し
が
、
よ
く
／
＼
信
心
し
候
へ
ば
、
よ
き
事
も
た
く
さ
ん
に
こ

れ
あ
り
候
、
祝
々
」
と
あ
り
、
経
文
に
は
信
仰
し
て
行
く
と
災
難
に
も
会
う
と
説
か
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
半
七
に
は
信
心
の
功
徳
に

て
何
か
良
き
こ
と
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
右
の
文
を
見
て
平
仮
名
の
多
い
こ
と
よ
り
教
義
者
で
は
な
い
様
で
あ
る
。
前
説
の
所
で
父
母
化

導
の
伝
言
役
と
、
次
の
三
通
目
「
尚
母
マ
イ
リ
候
は
ふ
、
無
事
の
む
ね
御
伝
言
可
被
下
候
」

〈
同
一
八
四
頁
〉
を
見
て
、
半
七
と
両
親
の

家
は
非
常
に
近
い
所
に
あ
っ
て
、

お
互
い
に
度
々
、
往
来
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
関
係
は
全
集
中
に
於
て
も
他
の
人
々
に

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
〈
桑
名
）
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は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。

守
屋
貫
教
師
『
本
妙
律
師
小
伝
』
に
は
信
州
の
人
（
全
集
二
五
五
頁
〉
と
あ
り
、
音
馬
氏
『
本
妙
律
師
小
伝
補
遺
』
に
は
子
孫
な
お
信

州
に
あ
り
（
同
三

O
七
頁
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
全
集
中
に
於
て
半
七
を
巡
ぐ
る
人
々
を
見
て
、
姓
の
つ
く
者
は
少
く
な
い
、
そ
の
高
山
と

い
う
名
は
恐
ら
く
信
州
出
身
の
意
味
で
姓
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
朝
団
瑳
庵
欝
簡
に
は
、
た
だ
半
七
（
同
一
七
八
頁
〉
と
見
え
る
の
み

で
あ
る
。
半
七
は
川
越
屋
、
箔
屋
、
薩
庵
、
前
説
と
面
識
あ
り
。

①
川
越
屋
正
兵
衛
、
箔
屋
平
二
郎
は
親
と
一
度
会
っ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
近
い
所
に
住
ん
で
い
る
の
で
（
同
一
四
八
〉
手
紙
を
出
す

時
も
、
臨
師
よ
り
貰
ら
う
時
も
連
名
の
時
が
多
い

（
同
一
五
一
、

一
七
八
頁
〉
。

そ
の
一
度
と
は
、

臨
師
の
母
が
文
政
元
年
五
月
十
八

日
、
臨
師
へ
出
さ
れ
た
手
紙
の
中
に
二
人
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
同
一
七
八
頁
〉
。
こ
の
二
人
は
半
七
と
麗
庵
、
前
説
、
行
全
と

し
ろ
が
ね

面
識
あ
り
。
川
越
屋
の
住
い
は
白
銀
町
（
同
一
八

O
頁
〉
で
あ
り
、
吉
田
東
伍
『
増
補
大
日
本
地
名
辞
書
』
坂
東
第
六
巻
に
よ
れ
ば
、
日

本
橋
区
の
中
に
あ
り
「
仇
税
鯨
附
と
云
ひ
、
飽
閑
川
に
並
行
し
、
蹴
社
臥
に
至
る
。
・
：
寛
永
古
図
に
白
銀
の
通
町
を
、
御
服
町
と
云
う
」

( 86 ) 

ハ
二
八
七
頁
〉
と
見
え
る
。

①
朝
田
薩
庵
に
与
え
ら
れ
た
書
簡
が
現
在
十
七
通
残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
醸
庵
は
親
と
八
度
会
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
臨
師
の
薩

庵
に
対
す
る
書
簡
の
内
容
は
非
常
に
情
が
濃
ま
や
か
で
、
人
間
関
係
に
於
て
も
理
想
的
で
あ
る
。
叉
、
薩
庵
の
宗
解
の
深
さ
に
も
驚
き
の

念
を
懐
き
、
臨
師
と
の
素
晴
ら
し
き
信
仰
状
態
の
関
係
を
絶
讃
し
た
い
。
互
い
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
事
細
か
く
報
告
し
、
薩
庵
も
臨
師
に

様
々
な
要
求
を
し
、
そ
れ
に
対
し
臨
師
は
殆
ん
ど
応
じ
て
い
る
。
こ
の
様
な
二
人
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
念
頭
に
置
い
て
貰
ら
い
た
い
。
薩

庵
と
両
親
と
の
関
係
を
見
る
と
、
文
化
十
三
年
九
月
二
十
九
日
「
叉
野
生
母
方
へ
書
翰
御
頼
申
上
候
」

（
全
集
一
六
八
頁
〉
が
初
め
で
、

翌
年
九
月
十
二
日
「
又
野
拙
老
母
に
は
ざ
／
＼
御
あ
い
被
下
候
由
、
何
よ
り
の
本
望
、
御
礼
謝
し
か
た
く
奉
存
候
」

〈
同
一
七
一
頁
〉
。



こ
の
様
に
し
て
母
に
会
っ
て
く
れ
た
事
の
お
礼
が
三
度
。
手
紙
を
届
け
る
役
、
両
親
へ
の
伝
言
が
二
度
。
そ
し
て
親
の
安
否
を
知
ら
せ
る

役
、
臨
師
か
ら
両
親
宛
の
書
簡
も
つ
い
で
の
時
に
は
読
ん
で
い
る
。
両
親
へ
書
物
を
届
け
る
役
等
で
あ
る
。
高
山
半
七
も
良
く
両
親
と
の

交
流
が
あ
っ
た
が
、
醸
庵
も
叉
、
そ
の
回
数
の
多
い
こ
と
が
知
れ
る
。
薩
庵
は
両
親
以
外
に
も
臨
師
か
ら
の
書
状
や
述
絡
依
頼
は
、

台、

？ζ 

り
の
数
を
こ
な
し
て
い
る
。

薩
庵
の
住
い
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
臨
師
か
ら
「
（
元
政
）
庵
主
む
せ
ば
に
て
な
や
み
候
処
、
其
御
地
池
の
は
た
仲
町
堺
や
と
か
中

や
と
か
申
薬
店
」

ハ
同
一
七
六
頁
）
で
薬
を
求
め
る
依
頼
あ
り
。
由
っ
て
、
こ
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
か
と
思
う
。
薩
庵
の
縁
戚
関
係
者

で
臨
師
の
弟
子
と
な
っ
た
恵
正
の
父
親
、
西
宮
善
蔵
は
浅
草
（
同
一
八
二
頁
〉
の
人
で
あ
る
。
又
、
臨
師
が
浅
草
花
川
一
お
り
京
都
に
来

た
人
に
薩
庵
宛
の
手
紙
を
託
そ
う
と
し
て
い
た
〈
同
一
八
一
頁
〉
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
老
両
親
の
住
む
青
山
か
ら
少
し
速
い
の

①
日
章
、
母
親
の
死
を
波
木
井
孫
七
に
報
告
〈
同
二
三
八
頁
〉
0

因
に
父
親
は
文
政
五
年
に
死
去
。
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で
薩
庵
の
み
の
訪
問
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
わ
ざ
わ
ざ
の
言
葉
も
額
け
る
。

（斗

一
十
四
人
の
中
か
ら
三
つ
の
信
仰
グ
ル
ー
プ
が
見
え
る
。

①
朝
田
薩
庵
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の

U
名。

ー
、
朝
団
薩
庵
、

2
、
薩
庵
家
内
、

3
、
菊
地
、

4
、
鳥
海
、

5
、
斉
藤
不
一
吉
田
斉
、

6
、
竹
か
し
の
西
村
八
十
八
、

7
、
小
笠
原
の
西

村、

8
、
荻
野
八
百
吉
、

9
、

〈
神
田
天
神
下
の
某
〉
、
印
、
浅
草
西
宮
清
左
衛
門
、

日
、
西
宮
普
蔵
。

①
箔
屋
・
川
越
屋
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ

6
名
。
毎
月
六
日
に
唱
題
行
を
し
て
い
る
（
同
一
四
八
頁
〉
。

ー
、
箔
屋
、

2
、
川
越
屋
、

3
、
左
官
弥
兵
衛
、

4
、
斉
藤
喜
良
兵
衛
、

5
、
賀
々
八
、

6
、
小
笠
原
の
西
村
。

①
高
山
半
七
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ

6
名。

本
妙
日
臨
禅
師
伝
の
研
究
〈
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名
〉
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ー
、
高
山
半
七
、

2
、
半
七
家
内
、

3
、
叶
や
伊
兵
衛
、

4
、
七
屋
長
二
郎
、

5
、
甚
蔵
、

6
、
高
山
周
蔵
。

弟
子
分
に
当
る
人
々
や
、

つ
な
が
り
不
明
の
人
々
を
除
い
て
そ
の
合
計
は
二
十
三
名
に
な
る
が
、
小
笠
原
の
西
村
氏
は
薩
庵
グ
ル
ー
プ
と

箔
屋
グ
ル
ー
プ
の
両
方
に
出
て
い
る
の
で
実
数
は
二
十
二
名
で
あ
る
。

（斗

三
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
格
の
交
流

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
法
華
信
仰
の
仲
間
遠
で
あ
る
。
薩
庵
と
小
笠
原
の
西
村
。
箔
屋
遥
と
西
村
の
関
係
が
あ
っ
た
様
に
、
グ
ル
ー
プ
の
リ

ー
ダ
格
に
当
る
者
同
志
の
交
流
が
見
ら
れ
る
。
①
朝
団
薩
庵
と
箔
屋
に
は
六
回
。
臨
師
か
ら
の
書
状
を
届
け
る
、
読
み
合
う
。

「
法
華
の

行
者
は
、
互
に
多
宝
塔
中
の
儀
式
の
如
く
す
べ
し
と
、
高
祖
の
遺
訓
候
へ
ば
、

は
く
や
、
川
越
や
等
、
惣
じ
て
異
体
同
心
の
則
に
背
き
申

さ
ぬ
御
計
ひ
可
然
と
存
候
」

（
全
集
一
六
八
頁
〉
か
ら
見
て
お
互
い
に
ト
ラ
ブ
ル
発
生
が
あ
る
の
を
注
意
さ
れ
、
以
後
両
グ
ル
ー
プ
は
順

縁
に
て
交
流
あ
り
。
①
薩
庵
と
川
越
屋
は
三
度
あ
り
、

臨
師
の
両
親
宛
の
著
述
本
の
行
消
不
明
を
協
同
に
て
探
索
す

（
同
一
八

O
ー
一
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頁
〉
。
①
薩
庵
と
高
山
半
七
の
関
係
〈
同
一
七
八
頁
〉
。

以
上
の
三
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
結
果
、
次
の
様
な
こ
と
を
覚
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
本
妙
臨
師
を
巡
る
周
辺
の
人
々
の
交
流
は
、

法
華
信
仰
の
鮮
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
お
り
、

叉
結
ぼ
れ
て
来
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

る。
二
、
臨
師
の
両
親
も
法
華
経
信
仰
を
し
て
い
た
れ
ば
こ
そ
、
各
グ
ル
ー
プ
の
信
仰
者
逮
が
長
い
間
、
両
親
と
関
係
を
保
っ
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
。

内
値
目
》

三
、
文
化
三
年
に
は
江
戸
講
中
が
八
七

O
軒
も
数
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
の
法
華
講
中
の
内
の
一
つ
で
は
な
か
ろ
う

か
と
も
思
え
る
。



四
、
両
親
を
初
め
、
身
近
か
な
法
華
講
中
の
盛
ん
な
交
流
の
中
に
育
っ
て
来
た
臨
師
に
は
、
幼
少
の
砲
よ
り
自
然
に
そ
の
影
響
を
受
け

て
深
く
法
華
経
に
志
す
基
盤
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

、
出
家
以
前
の
学
殖
の
問
題
に
つ
い
て

臨
師
の
勤
学
は
信
心
の
助
道
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
は
祖
書
綱
要
第
一
学
者
鎖
仰
必
有
次
第
章
に
あ
っ
た
。
由
っ
て
、

出
家
以
前
に
読
ん
だ
祖
書
綱
要
ハ
全
集
二
五
二
頁
〉
の
影
響
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

臨
師
周
辺
の
人
々
の
中
に
あ
っ
て
、
宗
義
に
深
く
教
養
の
あ
る
人
物
と
言
え
ば
先
に
も
論
じ
た
如
く
朝
団
薩
庵
が
い
る
。
薩
庵
書
簡
中

に
は
、
臨
師
か
ら
綱
要
に
関
す
る
法
門
は
四
度
あ
り
（
全
集
一
五
五
、

一
五
八
、

一
六
五
、

一
七
四
頁
）
。
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
薩
庵

が
手
元
に
祖
書
綱
要
剛
略
を
置
い
で
な
け
れ
ば
通
じ
な
い
点
も
見
え
る
。
こ
の
様
な
点
か
ら
、
臨
師
出
家
以
前
に
於
け
る
典
籍
等
の
多
く
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の
提
供
者
は
朝
国
薩
庵
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
書
籍
の
調
達
能
力
が
考
え
ら
れ
る
。

高
祖
注
法
華
経
を
御
面
到
乍
ら
調
達
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
点

し
ゆ
っ
た
い

〈
同
一
六
七
頁
〉
。
①
臨
師
の
弟
子
、
教
消
が
身
延
上
の
山
か
ら
薩
庵
に
対
し
て
「
三
大
部
不
審
出
来
次
第
、
御
集
置
被
下
候
」

①
本
妙
臨
師
が
一
妙
院
日
導
上
人
の
弟
子
、
智
禅
老
尼
の
た
め
、

同

四
O
頁
）
等
の
書
簡
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

四
、
む

す

び

一
般
的
に
於
て
、
信
仰
の
縁
を
結
ぶ
に
至
る
方
法
と
し
て
は
、
地
縁
〈
地
域
・
日
常
生
活
の
触
れ
合
い
〉
、
血
縁
、
主
従
関
係
が
考
え

ら
れ
る
。
特
に
地
縁
の
様
な
密
着
し
た
環
境
か
ら
入
信
す
る
の
が
一
番
多
い
の
で
あ
る
。
本
妙
臨
師
に
於
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
両
親
も

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
ハ
桑
名
〉



本
妙
日
臨
樟
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

信
者
で
あ
っ
た
法
華
講
中
の
環
境
の
中
で
、

し、

薩
庵
は
社
ぷ』
;z:;; 

的
な
地
位
も
高
カ為
・3
た
様

さ臨
7 師
も日の

警歩
千時
与の
歪法
地華
寺信
日 叩
突 の
と姐ー
は’問、
ー は
手結
z交付：

ぞれ

五九
E，、
与i8~ r宰
か七
らや
、朝

臨回
師薩
と庵
の 等
縁の
は縁
こも
の 大
辺き

に
あ
っ
た
か
と
も
思
え
る
。

本
妙
臨
師
伝
記
研
究
に
於
て
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
。
そ
し
て
今
日
、
そ
の
資
料
が
多
い
と
は
決
し
て
言
え
な
い
有
様

で
あ
る
。
今
は
そ
の
確
実
な
る
資
料
に
基
づ
い
て
、
①
出
家
の
時
期
と
飯
高
入
檀
の
年
令
考
、
①
出
家
以
前
の
法
華
信
仰
の
環
境
と
影
響

の
考
察
に
推
測
と
解
明
を
重
ね
て
来
た
が
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
資
料
の
発
見
が
さ
れ
れ
ば
最
と
よ
く
わ
か
る
と
思
う
。
現
段
階
で
は
、
こ

こ
迄
で
止
ま
っ
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
か
ら
も
臨
師
伝
記
の
研
究
を
考
察
し
て
行
き
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

〔註〕〈
1
〉
音
馬
質
蔵
編
『
本
妙
日
臨
待
師
全
集
』
〈
以
下
『
全
集
』
と
略
す
〉
－
八
五
J
七
頁
。
某
尊
者
に
対
し
て
、
本
妙
臨
師
は
自
ら
の
心
地
を
表
白
し

て
い
る
。
他
に
も
一
七
六
、
一
八
九
頁
等
に
法
の
表
徴
を
歎
き
そ
の
為
に
一
生
の
生
き
方
を
決
め
た
事
が
推
察
出
来
る
。
因
に
全
集
編
纂
者
音
馬

氏
の
肉
身
ハ
戸
田
師
〉
が
骨
て
本
妙
庵
に
て
修
行
し
て
い
る
奇
縁
が
あ
る
。

ハ
2
〉
充
治
圏
全
集
出
版
会
編
『
充
袷
圏
全
集
』
第
四
編
三
七
八
頁
。
第
五
編
四
二
五

l
六
、
四
九
九
l
五
O
O頁
。
望
月
歓
厚
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
八

四
九
｜
七
七
頁
。
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
三
一
五
l
二
一
一
頁
。
茂
田
井
教
亨
「
日
道
教
学
体
系
化
へ
の
動
向
」
一
七
l
ニ
O
頁
。
（
『
近

世
法
華
仏
教
の
展
開
』
所
収
）
等
に
そ
の
評
価
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

ハ
3
〉
昭
和
四
十
七
年
夏
、
友
人
の
浜
田
恵
王
師
と
二
人
で
日
逮
狽
下
を
訪
問
の
際
、
日
逮
師
も
骨
て
本
妙
庵
に
て
七
日
間
断
食
唱
題
修
行
を
し
、
そ
の

折
、
臨
師
に
よ
り
大
悟
す
る
こ
と
を
得
て
逮
師
の
境
地
、
今
に
あ
る
こ
と
を
伺
う
。
そ
の
時
、
本
妙
庵
在
中
の
学
生
で
給
仕
に
当
っ
た
の
は
横
浜

の
善
行
寺
灘
上
恵
教
師
で
あ
る
。
室
住
先
生
は
学
生
時
代
か
ら
聖
祖
と
臨
師
の
生
き
方
に
惚
れ
て
身
延
の
人
と
な
る
こ
と
を
お
聞
き
し
、
恩
師
の

｝
貫
し
た
純
粋
宗
学
を
生
む
に
至
っ
た
根
拠
は
臨
師
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
4
〉
兵
庫
県
西
宮
市
の
音
馬
寅
蔵
氏
は
『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』
を
刊
行
す
る
に
当
り
、
そ
の
緒
言
〈
ニ
頁
〉
の
中
で
稲
田
先
生
の
写
本
を
以
て
真
書

の
形
態
に
復
し
得
た
所
が
多
い
と
こ
を
述
べ
て
い
る
。
室
住
一
妙
先
生
は
昭
和
三
十
一
年
八
月
八
日
に
そ
の
稲
田
師
の
転
写
本
と
音
馬
絹
全
集
と
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ハ
5
〉

を
対
校
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
集
の
書
簡
編
に
随
分
と
字
語
の
誤
り
や
、

ら
れ
る
。
個
々
の
問
題
は
後
に
触
れ
た
い
。
註
の
（
叩
〉
彦
照
。

小
野
文
筑
「
本
妙
日
臨
律
師
の
研
究
」
そ
の
生
涯
に
つ
い
て

H
ハ
『
大
崎
学
報
』
第
一
三
二
号
所
収
〉
四
六
｜
六
九
頁
。
他
に
『
与
麓
庵
書
』
に

み
る
本
妙
庵
日
臨
師
の
信
仰
宗
学
（
『
仏
教
学
論
集
』
九
号
五
二

l
六
八
頁
）
等
が
あ
る
。
小
野
師
は
一
貫
し
て
臨
師
の
顕
彰
に
力
を
注
い
で
い

る。全
集
ニ
六
五
頁
。
西
能
勢
に
現
存
す
る
日
啓
師
の
略
本
尊
の
銘
等
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。

臨
師
の
門
下
生
は
『
全
集
』
中
に
二
十
三
人
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
『
充
治
国
全
集
』
第
五
編
五
一
三
頁
に
真
明
も
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
最
誠
師
は
門
下
の
中
で
最
大
の
理
解
者
で
あ
っ
た
。
醒
悟
闘
の
ニ
祖
で
後
、
土
佐
の
山
内
容
堂
公
の
招
請
に
て
国
主
の
菩
提
寺
（
要
法
寺
）

の
住
持
と
な
る
。
宗
門
中
興
の
日
鑑
師
は
そ
の
資
で
あ
る
。
最
誠
師
は
臨
師
と
共
に
文
化
十
一
年
飯
高
を
退
檀
し
、
文
政
五
年
ま
で
臨
師
に
師
事

し
た
様
で
あ
る
。
全
集
一
九
四
買
に
「
初
冬
如
ν夢
謁
＝
老
師
及
大
兄
一
呉
、
問
調
有
二
百
日
呉
、
隠
語
僅
三
四
日
」
と
あ
り
、
こ
の
内
容
は
十
月

に
最
識
と
会
う
の
は
実
に
二
百
日
振
り
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
こ
の
年
は
全
体
か
ら
考
察
し
て
文
政
五
年
と
推
定
で
き
る
。
臨
師
の
江
戸
行
は

飯
高
退
植
後
初
め
て
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
年
ま
で
共
に
い
た
こ
と
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
政
十
二
年
以
後
の
八
月
十
日
付
け
の

最
誠
師
の
書
簡
が
あ
り
「
本
妙
師
存
在
に
候
へ
は
、
拙
僧
帰
国
も
い
た
し
不
申
、
波
木
井
に
修
行
い
た
し
罷
在
候
へ
と
も
、
遷
化
い
た
さ
れ
願
望

も
得
と
け
す
、
是
耳
残
念
無
申
計
候
」
（
全
集
二
三
六
買
〉
こ
の
文
か
ら
見
て
も
、
常
に
行
動
を
共
に
し
た
証
左
と
も
な
ろ
う
。

古
檀
林
に
つ
い
て
は
影
山
霜
雄
編
『
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』
一
一
、
一
九
頁
に
出
づ
。
享
和
四
年
に
つ
い
て
は
、
藤
井
教
正
「
飯
高
檀
林
の
一
年

」
四
三

l
四
頁
〈
『
大
崎
学
報
＝
ニ
一
号
』
所
収
〉
に
見
え
る
。

H
の
古
制
規
は
註
ハ
8
〉
の
『
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』
一
七
｜
八
頁
。
口
の
元
禄
十
三
年
制
規
は
同
じ
く
註
ハ
8
）
の
「
飯
高
檀
林
の
一
年
」
の

四
四
l
五
頁
。
化
所
数
は
飯
高
檀
林
所
蔵
文
書
の
第
六
集
「
向
披
庵
記
憶
帳
」
に
出
づ
。

「
身
延
山
中
よ
り
長
谷
信
徒
に
与
ふ
る
魯
」
全
集
ニ

O
四
｜
五
頁
。
臨
師
と
長
谷
信
徒
の
関
係
は
、
日
啓
師
が
玉
蓮
寺
住
寺
以
後
、
能
勢
に
遊
び

療
養
生
活
ハ
全
集
ニ
六
六
頁
〉
を
し
て
お
り
、
能
勢
か
ら
も
信
者
が
日
啓
師
を
訪
問
ハ
全
集
ニ
一
七
l
八
頁
〉
し
て
い
る
関
係
か
ら
出
家
と
同
時

に
関
係
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
稲
田
写
本
に
は
、
問
自
簡
の
宛
名
に
谷
口
左
兵
衛
が
加
わ
っ
て
い
る
。
他
に
二
字
訂
正
と
ニ
字
削
除
あ
り
。
全
集

と
稲
田
転
写
本
と
の
対
校
の
結
果
、
こ
の
魯
簡
以
後
、
二
三

O
頁
ま
で
に
は
字
語
の
訂
正
、
削
除
、
追
加
等
が
一
八
七
ケ
所
に
於
い
て
見
ら
れ

る
。
更
に
書
簡
（
頁
数
〉
の
入
替
え
が
七
ケ
所
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
実
は
組
っ
た
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
も
あ
る
。
叉
編
者
云

く
の
部
分
が
削
除
の
一
ケ
所
も
あ
り
。
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－
書
簡
が
幾
つ
も
の
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
見

ハ
6
〉

ハ
7
〉

（

8
）
 

ハ
9
）

ハ叩〉

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
ハ
桑
名
〉



前
掲
『
諸
檀
林
並
親
師
法
踊
』
一
六
頁
。
規
定
の
講
席
に
出
席
し
な
い
も
の
は
学
業
の
進
否
如
何
に
拘
ら
ず
進
級
で
き
な
い
規
定
で
あ
る
。

浅
草
福
井
町
出
身
と
麓
庵
と
の
関
係
は
全
集
一
七
人
頁
。
行
動
を
共
に
す
る
事
と
そ
の
他
の
面
識
は
同
一
五
一
頁
。
日
芳
と
の
関
係
は
二
四
八
頁

に
出
づ
。

師
範
は
二
人
い
て
一
方
の
日
実
師
は
江
戸
下
谷
車
坂
に
あ
る
宗
延
寺
二
十
八
世
。
身
延
派
触
頭
を
務
め
、
身
延
五
十
五
世
田
還
の
礼
状
か
ら
見
て

も
〈
床
司
寿
完
編
『
堀
之
内
妙
法
寺
史
料
』
一
五
五
五
頁
）
相
当
の
勢
い
あ
り
。
同
五
十
六
世
田
晴
は
院
代
・
役
僧
・
厨
司
・
七
面
山
別
当
の
義

ま
で
も
日
実
に
御
任
せ
の
状
態
で
あ
る
ハ
同
史
料
一
五

O
四
l
五
頁
）
。
宗
延
寺
は
堀
之
内
妙
法
寺
の
触
頭
で
も
あ
り
、
日
実
師
は
十
八
世
田
観

・
十
九
世
日
健
・
二
十
世
日
現
の
三
代
に
深
く
交
わ
り
、
文
化
九
年
に
は
同
寺
祖
師
堂
建
替
造
立
執
事
を
務
め
大
い
に
力
量
を
発
揮
し
て
い
る

（
同
史
料
一

O
四
O
頁
〉
。
妙
法
寺
十
二
世
田
定
か
ら
二
十
世
は
飯
高
値
林
文
講
・
玄
鵡
の
出
身
者
で
あ
る
。
後
に
飯
高
化
主
と
な
っ
た
日
晴
は

七
歳
よ
り
以
後
、
妙
法
寺
か
ら
大
恩
を
譲
っ
て
お
り
〈
同
史
料
一
五

O
四
頁
〉
、
日
哨
師
と
臨
師
と
の
関
係
は
日
突
の
っ
て
よ
り
始
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
様
に
政
務
的
、
寺
院
運
営
に
大
き
く
活
闘
し
て
い
る
日
実
師
は
、
文
政
五
年
臨
師
と
江
戸
で
対
面
し
誤
解
を
解
く
ハ
全
集
一
九

四
頁
〉
ま
で
は
不
興
を
か
う
こ
と
凄
ま
じ
い
（
全
集
一
八
五

i
九
頁
〉
状
況
か
ら
考
え
て
も
、
日
実
化
導
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
理
由
か

ら
日
啓
師
化
導
と
考
え
て
不
自
然
で
は
な
い
。
叉
、
前
説
の
西
能
勢
の
生
活
等
ハ
全
集
一
二
七
頁
他
）
か
ら
考
え
て
も
日
啓
の
弟
子
と
雷
え
る
函

が
多
々
考
え
ら
れ
る
。

池
之
端
仲
町
は
薬
街
で
東
京
都
台
東
区
絹
『
下
谷
・
浅
草
町
名
由
来
考
』
（
三
九
l
四
O
頁
）
に
昭
和
田
二
年
の
現
在
で
、
西
側
の
一
部
が
池
端

一
丁
目
。
大
部
分
が
上
野
二
丁
目
と
い
う
。

花
川
戸
は
鈴
木
裳
三
・
朝
倉
治
彦
校
註
『
新
版
江
戸
名
所
図
絵
上
巻
』
ハ
七
六
二
頁
〉
に
浅
草
花
川
戸
と
あ
り
。
い
ず
れ
も
麗
庵
の
近
く
で
あ

る。「
巷
街
質
語
」
（
『
近
世
風
俗
見
聞
集
』
第
四
冊
所
収
）
に
出
づ
。
ハ
冠
賢
一
『
近
世
日
連
宗
出
版
史
研
究
』
一
七
四
頁
よ
り
転
用
）

与
藍
庵
書
簡
の
「
祖
脅
御
修
学
の
思
召
、
世
間
の
名
聞
を
御
離
れ
被
成
候
事
随
喜
仕
候
」
〈
全
集
一
七
七
頁
〉
社
会
的
な
地
位
を
得
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
後
、
出
家
し
孝
賀
法
師
と
な
る
。

麗
庵
と
宗
延
寺
田
実
の
関
係
は
全
集
一
七
一
、
一
七
五
、

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
ハ
桑
名
〉

ハ

u）

（胞）

〈

日

〉

〈

M
）

〈

日

）

ハ時〉
ハロ〉

〈

路

〉

( 92・ ) 

一
七
六
頁
に
見
え
る
。
臨
師
と
の
仲
を
心
配
し
対
面
。
宗
延
寺
へ
書
状
を
届
け
る
等
。


